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. 章緒1第 旨
抗生物質の相腫ぐ出現によって感染症の治療はー
大飛躍を遂げるに至ったが，一方其の使用が広汎且 
つ頻繁になるに従い，臨床的に種々の問題が惹起さ
れる様になった。
プドウ球菌感染症に対しては最初サルファ剤が用
いられ，次いでペニシリンが発見され，プドウ球菌
感染症に対して脚光が見られたが，数年のうちに耐
性菌が見られる様になり，今日ではブドウ球菌感染
症に対しては，ベニシリユ/は無効の場合が多くなっ
た。
次いでストレプトマイシン，グロラムフェニコ{
ノ1-，グロールテトラサイグリシ，オキシテトラサイ
グリン，テトラサイグリシ，エリスロマイシン等が
発見され，何れもペニシリシ耐性プドウ球菌感染症
次
第 2節分離菌株の耐性分布
イ〉 コアグラーゼ陽性株の耐性分布
ロ〉 コアグラーゼ陽性株と陰性株の
耐性分布の比較
ノ、〉病巣群と非病巣群のコアグラー
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文献
に有効であったが，此等の薬剤に対しても耐性菌は
次第に増加している。
プドウ球菌の薬剤耐性の問題に就いては， Roun-
tree，Finland，Spink其の他多数の研究がありp
本邦においても永井，矢野，中西等の報i告が見ら
れ，小酒井は此の問題に就いて総説をしてし、る。
著者はブドウ球菌感染症の治療の指針とする目的
をもって，病原性に最も関係ありと考えられるコア
グラーゼ陽性株を中心として，生物学的性状及び各
種薬剤に対する感受性につき研究を企てた。
第2章検査対象
検査材料は昭和 31年 6月より 11月迄に分離した
菌株く昭和 31年度分〉と，昭和 32年 4月より 9月
迄に分離した菌株(昭和 32年度分〉とであり， 昭
和 31年直記皮フ化膿巣，膿胸，胆嚢炎胆汁，倉1]傷
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二次感染， !Jyバ腺炎，屑桃腺炎，血液，塔疾等の 栄研製 No.110培地
病巣より 52株，咽頭，糞便，鼻腔等の非病巣より 2.5 g
母プ酵ペゼ乳 研研栄詰ス:チキンエトラ
98株の計 150株で，昭和 32年度は病巣より 57株，
非病巣より 78株の計 135株であり，以上合計 285
10g 
VJ 30 g 
2g
糖
株について各種検査を行った。(表 1)
表1. 年度別検査対象及び分離菌株数
|分離菌株数 IKN03的 ICo(函蹴|(十〉 
31年度 99 
32年度 75 
合計 285 269 174 
以下木文中では各種疾患の病巣部位即ち，皮フ化
膿巣，膿胸，胆嚢炎胆汁，倉IJ傷二次感染， リγパ腺
炎，属桃腺炎，血液， 9客疾等より分離した菌株を病
巣群，病院内健康人の咽頭，糞便，鼻腔より分離し
た菌株を非病巣群と呼ぶこととする。
第 3章検査方法
第1節分離培養
培養に供した材料はすべて各種病巣，咽頭，糞
デ、y便，鼻腔より滅菌綿棒叉は採便管，注射器，ゾ
等を用いて採取し，材料の塗抹は採取後可及的速か
に行った。 
マyニット寒天培地を用いた。此等の培地の各平板
一枚宛に材料を塗抹し， 370C 24乃至 48時間培養
して集落を観察し，食塩マシニット寒天培地上にて 
は黄色帯を有する集落を，叉栄研製 No.110培地 
上にてはオレンチP色或は白色を有する集落を釣菌し
てグラム染色を行い，グラム陽性プドウ球菌たるこ
とを確認した後に普通斜面寒天培地に純培養として
マ y ニット 10 g 
食塩 75 g 
燐酸水素カリウム 5g 
寒天 15 g 
蒸溜水 1000ml 
pH 7.0 15ボシド 15分高圧滅菌
第 2節生物学的性状検査
プドウ球菌の生物学的性状検査は細菌学実習提要
の記載に従い，或はプドウ球菌フア{ジ型別研究会
提案に準じて行った。尚対照としてすべて黄色プド
ウ球菌'209P株を使用した。
イ〉色素産生能
普通寒天に 10%の割合に脱脂牛乳を加えて斜面
としたものに， 370 C24時間培養後更に室温に 24時
間放置し，色素産生の状態を観察し培地上に黄金色
及びうくやし、す色の色素を産生するものを CG)，白色
の色素を産生するものを (W)，黄色の色素を産生
するものを (Y)として分離を行った。
ロ〉硝酸塩還元能
0.1%に硝酸カリを加えたペフ。トシ水に菌を 370 C
分離用培地には栄研製 No.110培地， 又は食塩、 4日間培養した後に試薬のム液， B液各 1m!を加
保存し各種検査に供した
使用せる分離培地の組成は次の通りである。
食塩マ yニット寒天培地 、 、 
えてよ〈混合し， 30分以内に赤色を呈するものを陽
性とした。
A液 α-Naphthylamin 1.0g ¥ 
30%酢酸水 
B液 Sulphani1酸 
30%酢酸水 
ノ，) コアグラーゼ産生能
血援には人血を使用し， 
)溶解，櫨過
200 ml J 
0.5 g:1 

:)溶解

150m! I 
3.8%の滅菌クエン酸ゾ
{ダ水溶液 O.4mlに血液1.6mlの割合で採血し， 
15介間 1500廻転にて遠心沈鍛して得られた血撲を
プイヨシで 10倍に稀釈し，其の lmlに被検菌のプ
レスト印キプニエペグ一リミ 、  
。 永
yy
FT、 町 、
/'tt
ftL
イヨシ培養(16乃至 24時間〉の 1白金耳を加え， 
370Cに保存し 1時間， 2時間， 3時間，及び 24時
唱 
， 、
ESJJ
J
キトェプ肉ぺ食 スゾ塩 仔口 
旬上司
inUFO
obqb
t 間後の4回観察しJブドウ球菌 209P株を陽性対照
d・マ γニット -7].， 10 g とし菌を加えない稀釈血媛を陰性対照として，プイ
細菌用粉末寒天 15 g ヨソ中に僅かに線維素が析出している程度をも陽性
プェノ{ノ1ノレッド 0.025 g 
と判定した。
蒸溜水 1000ml 
pH 7.4 10ポン，r10分高圧滅菌 ニ〉糖分解能
マンニットについて行い，~法 Barsiekow の培
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地を使用した。
即ちペプトン7.K100 mlに d・マシニットール 0.5 
g及び 0.2% R T. B.液1.2mlを加え， 小試験管
に 2ml宛分注し， 10ポンド 10分間高圧滅菌して
使用し， 370C 1週間観察して培地の色調が黄愛し 
たものを陽性とした。
ホ〕ゲラチン液化能
ゲラチ y培地の高層に菌の 1白金線を穿刺し室温
に 1カ月間放置，其の間毎日液化の有無を観察し
た。尚菌を加えぬ培地を陰性対照として用いた。
へ〉 溶血能
家兎血液を使用し， 5%の割合に加えた普通寒天
平板培地に 370 C 24時間培養した後に溶血の有無，
溶血環の大きさを観察し，更に其の後室温に 24-時
間放置し再び溶血の有無，溶血環の大きさについて
検査した。
リファージ型別
本学中山外科教室岩崎氏に依頼し Williams及
び Ripponの方法により検査した。
第 3節薬剤感受性検査
薬剤耐性の測定は平板稀釈法により検査し，使用
薬剤はペニシリ シ(以下 PC)，ストレプトマイシン
(以下 5M)，グロラムフェニコーノレ(以下 CM)，テ
トラサイクリニ/(以下 TC)，エリスロマイシシ(以
下 EM)，スルファイソキサゾー ノ].， (以下 51)で濃
度系列は次の如くである。
即ち 
PC 100 30 10 3 1 0.3 0.1 0.03u/cc 
5M 100 30 10 3 1 0.3 0.1 0.03r/cc 
CM 100 30 10 3 1 0.3 0.1 0.03r/cc 
TC 100 30 10 3 1，0.3 0.1 0.03r/cc 
EM 100 30. 10 3 1 0.3 0.1 0.03r/cc 
51 300 100 30 10 3 1 mg/dl 
尚薬剤を含まぬ培地を対照とした。
使用薬剤の PC，5M，CMは予研標準品を， TC， 
EMは武田，万有，塩野義の各社より分与を受けた
標準結品を， 51は注射用サイアジンを使用し，標
準液はすべて作製後直ちに使用，菌液はベプトン水
くpH7.2) 24時間培養を使用し一定濃度に薬剤jを混
和した普通寒天平板 (pH7.2肉水使用〉に画線培
養し， 370 C 24時間後判定を行い尚対照としてプド
ウ球菌 209P株を用いた。 
51の耐性測定には栄研製粉末培地をもって調製
したミユラーヒント yの培地を使用した。
第 4章検査成績
第1節分離菌株の生物学的性状
分離菌株合計 285株のうち硝酸塩還元能陽性株は
269株であり， プドウ球菌の各種性状のうち病原性
に最も関係ありと考えられるものはコアグラーゼ産
生能であるが，コアグラーゼ陽性プドウ球菌は 174
株を占め，其の検出率は 61.1%である。
此を病巣群，非病巣群で見ると，病巣群における
コアグラーゼ陽性株の検出率は 80.7%であり，非病
巣群では 48.9%である。(表 2)
表 2. 病巣群別検査対象及び分離菌株数
十03|菌分株数離 l| k(N〉 lC叫(十U〉吋
109 102 88病巣群 
176 167 86 48.9非病巣群 
今も
』 269285 174計| よロ
叉此を年度別に分けて見るとく表 1)の如くであ
るよ
イ〉 硝酸塩還元能陽性株の諸性状
硝酸塩還元能陽性 269株について其の生物学的諸
性状を，病巣群及び非病巣群で比較すると次の如く
である。 
a. 色素産生能(表 3)
牛乳培地上に黄金色及びうぐいす色の色素を産生
するものを (G)，白色のものを (W)，黄色のもの
をくY)としたο
病巣群では (G)のもの 81.4% (102株中 83株以
下 83/102株)， (W)のもの 17.6% (18/102株)(Y) 
のもの1.0% (1/102株〉であり，非病巣群では (G)
表 3. 硝酸塩還元能陽性株の諸性状
色素産生能 
% 

G 81.4 
病巣群 102 W 17.6 
Y 1.0 
G 48.5 
非病巣群 167 W 85 50.9 
Y 1 0.6 
G 164 61.0 
ムロ 計 269 W 103 38.3 
Y 2 0.7 
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のもの 48.5%(81/167株)， (W)のもの 50.9%(85 ないものを(一〉とした。
 
/167株)， (Y)のもの 0.6% (1/167株〉である。 病巣群では(+)のもの 71.6%(73/102株)，く-)

合計では (G)のもの 61% (164/269株)， (W)の のもの 28.4%(29/102株〕であり，非病巣群では
もの 38.3% (103/269株)， (Y)のもの 0.7%(2/269 (十〉のもの 67.7%く113/167株)， (一〉のもの 32.3
株〉であった。%く54/167株)，でJ合計では(+)のもの 69.1%
即ち病巣群に黄金色及びうくやし、す色の色素を出す 
ものの割合が多くなっている。
b. コアグラーゼ産生能(表 4) 
24時間以内にコアグラーゼ産生能あるものを 
く+)，ないものを(ー〉とした。
表 4. 硝酸塩還元能陽性株の諸性状
コアグ
ラー ゼ、
株数)%
マシ
ニット ゲラチン
株数1%
溶血
株数)%株数1%
病 1巣02群十 
88 86.3 
14 13.7 
95 
7 6.91 29 
71.6 
28.4 
81 
21 
79.4 
20.6 
非病16巣7群十 88 
79 47.3! 41 
75.4 
24~6 
113 
54 
67.7 
32.3 
133 
34 
79.6 
20.4 
合計十 m|16546i m 
269 -193 I34.6! 48 17.81 83 
69.1 214 
30.9 55 
79.6 
20.4 
病巣群では(+)のもの 86.3%(88/102株)，く一〉
のもの 13.7% (14/102株)，であり，非病巣群では
(+)のもの 52.7%く88/167株)， く-)のもの 47.3 
% (79/167株〉で，合計では(十〉のもの 65.4% 
(176/269株)， (一〉のもの 34.6%(93/269株〉で
あった。
即ち両群を通じて(十〉のものが多く見られた
が，病巣群に特に陽性株が多く見られた。 
C. 	 -:-:<:;/ニット分解能(表 4) 
1週間以内にマシニットを分解し培地の色調を黄
愛したものを(十)，非分解のものを(ー〉とした。
病巣群ではく+)のもの 93.1%(95/102株)， (ー ).
のもの 6.9%(7/102株〉であり，非病巣群ではく+)
のもの 75.4% (126/167株)，くー 〉のもの 24.6%(41 
/167株〉で，合計では(十〉りもの 82.2%く221/ 
269株)， (ー〉のもの 17.8%(48/269株〉で、あっ 
(186/269株)， (一〉のもの 30.9%(83/269株〉で
あった。 
e. 溶血能(表 4) 
48時官後の判定で陽性を示したものを(す)，示
さぬものを(一〉とした。
病巣群では(+)のもの 79.4%く81/102株)， c-) 
のもの 20.6%(21/102株〉で，非病巣群では(+)
のもの 79.6% (133/167株)， (一〉のもの 20.4% 
(34/167株〉であり， 両群の聞に差は見られなかっ
た。
合計では(+)のもの 79.6%く214/267株)， (ー〉
のもの 20.4%く55/269株〉である。
ロ〉 コアグラーゼ陽性株の諸性状(表 5)
コアグラーゼ陽性 174株につし、て其の{也の生物学
的性状を見ると次の知くである。
表 5. コアグラーゼ陽J性株の其の他の諸性状 
J性 状
硝 酸 塩
マ y ニット 十 i 
90.8158 
溶 血 16 9.2 
142 81.6 
ゲラチシ 
32 18.4 
G 87.9153 
10.9色 素 IW 19 
1.22Y 
a. 硝酸塩還元能 
174株中(+)のもの 174株ですぺて陽性であっ
た 。た。
即ち両群の何れにも(+)のものが多く見られた 
が，病巣群では(+)のものが大部分であり，非病 
巣群では色素産生能，コアグラーゼ産生能より梢々
高率にく+)のものが見られた。 
d. 	 グラチシ液化能く表 4) 
1ヵ月以内にグラチソを液イじしたものをく+)し
b. マンニット分解能
174株中(+)のもの 168株で 96.6%，(ー〉のも
のは 6株で 3.4%である。
即ちコアグラーゼ陽性株の殆んどが，マンニット
分解能を有していた。 
C. 溶血能
40 
30 
mmm% 
3 10 30 1∞. 
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病巣群 88 リ屑血時三Y
Hh
匹仲 
非病巣群
咽鼻査一 
ニ〉コアグラーゼ陽性株のファージ型別く表 7)

コアグラーゼ陽性 174株のファージ型は型別可能

が 86株で;49.4%，型別不能は 88株で 50.6%であ '--' 
10 
% 
ム、 - tr I
口
1222-6914
一
4
一
52
一7
炎炎液疾一頭腔便一腺腺一
一主 
幸一一一 PC(図 1) 50 
86 
SM(図 2) 
望1 
0.03r/cc 0.03 
以下 
3 10 30 1∞ 
る。
CM(図 3) 
型別可能のうち工群に属するものは 13株で 15.1
%， IT群は 12株で 14.0%，m群は 50株で最も多く 
58.1%， 1 +IT+m群に属するものは 3株で 3.5%， 
I十 m_群は 4株で 4.7%，ll+m群も同じく 4株で 
4.7%であった。
40 
30 
20 
10 
% 
0.03r/cc 0.03 "0.1 0.3 3 10 30 1∞ 
即ち型別可能の株では E群に魔するものが最も 以下 
174株中(十〉のもの 158株で 90.8%，(一〉のも
の16株で 9.2%に過ぎず大部分が(十〉で、あった。 
d. ゲラチ y液化能 
174株中(+)のもの 142株で 81.6%，(一〉のも
のは 32 株で 18.4~るであった。 
e. 色素産生能 
174株中 (G)のものは 153株で 87.9%，(W)の
もの 19 株で 10.9~合， (Y) は2株で1.2%であっ
た。
以上の如くコアグラーゼ陽性株の大部分は他の諸
性状も陽性の黄金色の色素産生株が多かった。
ノつコアグラーゼ、陽性株の由来(表 6)
コアグラーゼ陽性 174株につき其の由来を病巣群
及び非病巣群で見ると次の如くである。
病巣群では皮膚化膿巣 63株，膿胸 12株，胆嚢炎
胆汁 3株，倉¥j傷二次感染 3株， リンバ腺炎 1株，扇
桃腺炎2株，血液 2株， g害疾 2株の計 88株であり，
非病巣群では咽頭 56株，鼻腔 9株，糞便 21株の計 
86株である。
表 6. コアグラーゼ陽性株の由来 174株 
部位 |菌株会| 
皮膚化膿巣
膿胸
胆嚢炎胆汁
創傷二次感染
多く見られた。
表 7. コアグラーゼ陽性株のファージ型
[菌点広一 % 
49.486型別可能 
15.113工 群 
14.012E 群 
50 58.1m 群 
3.53工+ll+m群 
4 4.7工 + m群 
4.74E + m群 
型別不能| 88 50.6 
第 2節分離菌株の耐性分布
イ〉 コーアグラーゼ陽性株の耐性分布
コアグラーゼ陽性 174株の各種薬剤に対する耐性
分布は次の知くである。 
a. ペニシリ:/"(PC) (図 1) 
0.03 u/cc以下は 8.0% (14/174株)， 0.03 u/ccは 
5.7% (10/174株)， 0.1 u/ccは8.0%く14/174株)， 
0.3u/ccは23.0%(40/174株)， 1 u/ccは 18.4%(32 
はu/cc10株)，12.1%(21/174は3u/cc)，株1174 
0.6% (1/174株)30u/ccは 12.1%(21/174株)， 100 
u/ccは 12.1%(21/174株〉で， 1u/cc以上の PC
耐性株は計 96株即ち 55.3%に見られた。
図 1 コアグラ{ゼ、陽性株の耐性分布 
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b. ストレプトマイシシ (SM)(図 2) 
0.03 r/cc以下は 0.6% (1/174株)， 0.03 r/ccは
無く 0.1r /ccは 0.6%0/174株)， 0.3 r/ccは 23.6 
% (41/174株)， 1 r/ccは30.5%(53/174株)， 3 r / 
ccは 10，3% (1 13/174く7.5%は10rfcc)，株8/174 
株)， 30 r/ccは5.2% (9/174株)， 100 r/ccは 21.8 
% (38/174株〉で， 10 r/cc以上の SM耐性株は
計 60株即ち 34.5%に見られ，就中 100 r /ccの高耐
性株が特に多かった。 
c. グロラムブェニコール (CM)(図 3) 
0.03 r /cc以下は1.1% (2/174株)， 0.03 r/ccは 
2.9%は0.3r/cc)，株/174(10.6%は/cc0.1 r 無く 
(5/174株)， 1 r/ccは49.4%(86/174株)， 3 r/cc 
は38.59る(67/174株)， 10 r/ccは1.7% (3/174株)， 
50 
30 r /ccは5.7% (10/174株)， 100 r/ccの高耐性株 40 
は見られず，其の大部分は感受性株であり 10 r/cc 30 
以上の CM耐性株は計 13株即ち 7.4%に見られた 初 
のみで、あった。 10 
%
口 一 印
d. テトラサイクリソ (TC)(図 4) 
.r:コ= 
1 mg/dl 1 10 30 筑10 
以下 t 
0.03 r/cc以下は1.1%(2/174株)， 0.03 r/ccは 
4.6% (8/174株)， 0.1 r/ccは 15.5%(27/174株)，
0.3 r/ccは37.9%(66/174株)， 1 r/ccは9.2% (16 
は/cc10 r株)，4/174(18.0%は/cc3r )，株/174 
1.7%に3/174株)， 30 r/ccは11.5%(20/174株)，
100 r /ccは 10.3%(18/174株〉に見られ， 10 r/cc 
以上の TC耐性株は計 41株即ち 23.6%に見られ
た。
e. エリスロマイシン (EM)(図 5)
0.03 r/cc以下は 2.3予6(4/174株)， 0.03 r/ccは
14.4%(25/174株)， 0.1 r/ccは 66.7%(116/174株〉
で半数以上を占め 0.3r /ccは 10.9% (19/174株)，
1 r/ccは1.7%(3/174株)，で 3r/cc及び 10r/cc 
は無<， 30 r/ccは1.7%(3/174株)， 100 r/ccは 
2.39る(4/174株)，で殆んど大部分が感受性株であ
株〉4.0%(7/174耐性株はEM以上の/cc10 r り， 
に見られたのみであった。
f. スルファイソキサグール (SI)(図 6)
1mg/dl 以下は 59.~% く 103/174 株〉で半数以上
を占め， 1 mg/dlは 15.5%(27/174株)， 3 mg/dl 
は10.9% (19/174株)， 10mg/dlは5.2%(9/174 
株)， 30 mg/dlは1.7%く3/174株)， 100 mg/dlは
6.9% (12/174株)， 300mg/dlは0.6% (1/174株)，
に見られ， 30mg/dl以上の S1耐性株は計 16株即
ち9.2%に見られたのみで大部分は感受性株であつ
た。 
以上のことより各種薬剤に対する耐性株は PC. 
耐性株が 55.3%で最も多く，次に SM耐性株が 
34.5%，TC耐性株が 23.6%に見られたことであ 
り，其の他の薬剤に対しては耐性株は極く僅少で大 
部分は感受性株であった。
ロ〉 コアグラ{ゼ陽性株と陰性株の耐性分布の
比較 
コアグラーゼ陽性株の耐性分布をコアグラ}ゼ陰 
性 40株の各種薬剤に対する耐性分布と比較すると 
次の如くである。
めペニシリ γ(PC)(図 7) 
0.03u/cc以下では陽性株8.0%，陰性株 17.9%，
0.03 u/ccでは陽性株5.7%，陰性株38.5%，O.lu/cc 
では陽性株 8.0%，陰性株 25.6%，0.3 ~/cc では陽性
株 23.0%，陰性株 10.3%，1 u/ceでは陽性株 18.4%，
陰性株5.1%，3 u/ccでは陽性株 12.1%，陰性株 2.6 
%， 10 u/ccでは陽性株のみ 0.6%，30 u/ ccも陽性 
株のみ 12.1%，100 u/ccも陽性株のみ 12.1%で陰
性株には何れも見られなかった。
即ち陽性株の耐性分布は 0.3u/cc以上に多く見
られ， 1 u/cc以上の PC耐性株の大部分は陽性株 
であり，陰性株は 7.7%に PC耐性株が見られた
のみで他は感受性株であった。
め ストレプトマイシン (SM)(図 8)
0.03げcc以下では陽性株 0.6%，陰性株7.3%，
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0.03 rjccでは両者共に無く， 0.1 rjccでは陽性株 0.03 rjcc以下では陽性株1.1%，陰性株 14.6%， 
0.6%，陰性株 9.8%，0.3 r! ccでは陽性株23.6%， 0.03 r!ccでは陽性株 4.6%，陰性株 17.1%，0.1 r!.c 
陰性株39.0%， 1 r/ccでは陽性株30.5%，陰性株 では陽性株 15.5%，陰性株 12.2%，0.3 r!ccでは陽 
29.3%，3 r/ccでは陽性株 10.3%，陰性株 12.2%， 性株37.9%，陰性株39.0%，1 rjccでは陽性株9.2 
10 r!ccでは陽性株のみ 7.5%， 30 rjccは陽性株 %，陰性株9.8%，3 rfccでは陽性株のみ 8.0%，10 
る， 2.49，陰性株5.2% 100 rfccでは陽性株のみ 21.8 rfccも陽性株のみ1.7%，30 r/ccでは陽性株 11.5
%であった。%，陰性株4.9%，100 r!ccでは陽性株 10.3%，陰性
即ち 10r!cc以上の 5M耐性株の大部分が陽性
株に見られ， 陰性株は僅か 2.4%に見られたのみで、
大部分が感受性株であり，陽性株の耐性株は 34.5%
に見られた。 
c) クロラムブェニコーノ1-(CM) (図 9) 
0.03 r!cc以下では陽性株1.1%，陰性株 5.0%， 
0.03 rjccでは陰性株のみ 2.5%，0.1 r!ccでは陽性 
，陰性株2.9%では陽性株!ccr0.3 %，0.6株のみ 
30.0%，1 r!ccでは陽性株 49.4%，陰性株 57.5%，
3 r!ccでは陽性株38.5%，陰性株 5.0%，10 rjccで
は陽性株のみ1.7%，30 r!ccも陽性株のみ 5.7%で
100 r!ccの高耐性株は両者共に見られなかった。
即ち CM10 r!cc以上耐性株は陽性株に 7.4%に
株 2.49-るであった。
即ち TC lOrfcc以上耐性株は陽性株に 23.5%，
陰性株に 7.3%に見られた。
e) エリスロマイシゾ (EM)く図 11) 
0.03 rfcc以下では陽性株 2.3%，陰性株5.0%， 
0.03 r!ccでは陽性株 14.4%，陰性株 35.0%，0.1 rj 
ccでは陽性株 66.7%，陰性株 45.0%，0.3 r!ccでは
陽性株 10.9%，陰性株7.5%，1 r!ccでは陽性株1.7 
%，陰性株7.5%，3 rIcc及び 10 rjccには両者共 
に無く， 30 rjccでは陽性株のみ 1.7%，100 rfccも
陽性株のみ 2.3%に見られた。 
即ち陰性株には 10 rfcc以上の EM耐性株は見
られず，陽性株に僅か 4.0%に耐性株が見られたの
見られたのみで陰性株には見られず，両者共に 1rj みで他はすべて感受性株であった。尚両者を通じ 
ccを中心に分布が集中していた。 
d) テトラサイクリンくTC)(図 10)
図 3 コアグラーゼ陽性株と陰性株の
耐性分布の比較 
50 PC (~列
VlI!JJIl回陽性株
州制叩剖却
仁二二二コ陰性株 
0.1 rjccを中心に分布が集中していた。 
f) スルファイソキサゾール (51)(図 12) 
1 mgjdl以下は陽性株59.2%，陰性株 78.6%で何
れも半数以上を占め， 1 mgjdlは陽性株 15.5%，陰
図 4 コアグラーゼ陽性株と陰性株の
耐性分布の比較 
50 TC(図 101
rZZmlZZZil}陽性株
川 wmmm% 
五五 
mwωmmm% 
0.3 
50 
40 
30 
20 
10 
% 
1mg/dl 1 10 1ω3ω 
以下 
仁二二二コ陰性株
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性株 16.7%. 3 mg/dlは陽性株 10.9%，陰性株 4.8 
9合I 10mg/dlは陽性株のみ 5.2%，30 mg/dlも陽性
株のみ1.7%，100 mg/dlも陽性株のみ 6.9%，300 
mg/dlも陽性株のみ 0.6%に見られた。
即ち 30mg/dl以上の S1耐蛾同陰性株には見
られず陽性株に 9.2%に見られ， 両者を通じて其の
半数以上は 1mg/dl以下の感受性株であった。
ノつ病巣群と非病巣群のコアグラ{ゼ陽性株の
耐性分布の比較
コアグラ{ゼ陽性 174株(病巣群 88株十非病巣
群 86株〉の各種薬剤に対する耐性分布を病巣群と
非病巣群で比較すると次の如くである。 
a) ペニシリン (PC)(図 13)
両群を通じて各濃度に陽性株が分布しているが， 
1 u/cc以上の PC耐性株は病巣群では 59.1%(52/ 
88株)，非病巣群では 51.2%(44/86株〉に見られ， 
1 u/cc耐性株は病巣群 8.0%(7/88株)，非病巣群 
29，1% (25/86株)， 30 u/cc以上の高耐性株は病巣
群 36.4%(32/88株')，非病巣群 10.5%(9/86株〉に
見られた。
即ち耐性株のうち耐性軽度のものは非病巣群に多
く，高耐性株は病巣群に多く， 1u/cc以下の感受性
株は非病巣群に多く見られた。 
b) ストレプトマイシン (SM)(図 14)
両群とも 0.3r/ccより 100r /ccにわたり主に分
図 5 病巣群と非病巣群のコアグラ{ゼ
陽性株の耐性分布の比較
I'C Ir:<1 13) 
U
つ 
布しており， 3 r/cc以下の感受性株は病巣若手では 
/ SMと非病巣群に多く見られ， 10 旬以上の 耐性r 
株は病巣群 43.2%(38/88株)，非病巣群 25.6%く22 
/86株〉で，病巣群に多く耐性株が見られた。 
c) (CM) 15)(図クロラムフェニコ{ノ].， 
両群とも 1 /cc 3r /ccに病巣群では計 84.1r 及び 
% (74/88株〉非病巣群では計 91.9% 9/86株〉と(7
r/10大部分が集中しており， CM耐性以上のcc
株は病巣群に 10.2%(9/88株)，非病巣群に 4.7% 
(4/86株〉見られたのみで犬部分が感受性株であり， 
r/cc100 の高耐性株は両群共に見られなかった。 
16)d) (TC)(図テトラサイクリン 
3 /cc以下の感受性株は病巣群では 71.6%(63/ r 
88株)，非病巣群では 81.4%く70/86株〉と非病巣
56.8% (50/88株)，非病巣群では 74.4%(64/86株〉
群に多く見られ， 10 r/cc以上の TC耐性株は病巣
群 28.4%(25/88株)，非病巣群 18.6%に16/86株〉
で病巣群に多く見られ， PCの分布と同様の傾向が
見られた。 
e) エリスロマイシン (EM)(図 17)
両群とも 0.1 r/ccを中心にして分布が集中し， 
10 r/cc以上の EM耐性株は病巣群に 4.5%(4/88 
株)，非病巣群に 3.5%く3/86株〉と同率に僅かに見
られたのみで、殆んどが感受性株であり， CMの分布
と同様の傾向があ、った。
図 6 病巣群と非病巣群のコアグラ{ゼ
陽性株の耐性分布の比較 
TC (~ 16) 
50 ~病巣 I昨 
10 
% 
切州制泌
仁二二コ非病巣群 
20 
10 100'， 
~病巣群
40 
30 
空白 
10 
% 
E二二二コ ~I'II両県併 
0.03 rlcc 0.03 0.1， 0.3 
dl 関一ば1 図 ε=ョ 
3 10 30 100 、 3ω
以下 
EM(図 17) 
50 
40 
30 
20 
0.03rlc'、 0.03 0.1 
以下 
50 
CM(図 l同 ω 
40 40 
30 30 
20 
:阻[副10 % 
0.03 r jcc 0.03 0.1 0.3 10 30 1ω 1m以E下jdl 
以下
20 
10 
。 
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f) スルファイソキサゾーノ1-(51) (図 18)
両群とも高い濃度の方に次第に分布の山がずれ， 
10 mg/dl 以下の感受性株は病巣群では 84.1%(74/ 
88株〉非病巣群では 97.7%(84/86株〉と非病巣群
に多く見られ， 30 mg/dl以上の 51耐性株は病巣
群は 16.0% (14/88株)， 非病巣群は僅か 2.3%(2/ 
86株〉に見られたのみで， 1 mg/dl以下の低濃度感
受性株が両群を通じ半数以上を占めていた。
ニ) 31年度と 32年度のコアグラーゼ陽性株の
耐性分布の比較
コアグラーゼ陽性 174株 (31年度 99株+32年
度 75株〉の各種薬剤に対する耐性分布を 31年度と 
32年度で比較すると次の如くである。 
a) ペニシリン (PC)(図 19)
両者を通じて全体に広く分布しており， 0.3 u/cc 
以下の感受性株は 31年度 45.5%(45/99株)， 32年
度 44.0%(33/75株〉であり， 1u/cc以上の PC耐
性株は 31年度 54.5% (54/99株)， 32年度 56.0% 
(42/75株〉と両者に差は見られないが， 30 u/cc以
上の高耐性株では 31年度 19.2% (19/99株)， 32年
度は 30.7%(23/75株〉で前年度より増加してい
た。 
b) ストレプトマイシシ (SM)(図 20)
両者共0.3r /ccより 100r /ccにわたりおもに分
布しており， 10 r/cc以上の SM耐性株は 31年度 
23.2% (23/99株)， 32年度 49.3%く37/75株〉で耐
性株が前年度より倍加しており， 100 r/ccの高耐性
株も 31年度 15.2% (15/99株〉から 32年度 30.7% 
(23/75株〉と倍加していた。 
c) グロラムフェニコール (CM)(図 21)
両者共に 1r /cc及び 3r/ccを中心に分布が犬部
分集中しており， 10 r/cc以上の CM耐性株は 31
年度では 30r /cc耐性株が 2.0%(2/99株〉に見ら
れたのみであったが， 32年度では 10 r/cc耐性株
が 4.0%(3/75株)， 30 r/cc耐性株が 10.7%(8/75 
株)，計 14.79告と前年度よりも耐性株の増加が見ら
れた。 
d) テトラサイクリン (TC)(図 22) 
PCの場合と同様全体に広〈分布しており， 3 r / 
cc以下の感受性株は 31年度 89.9%(89/99株)， 32 
年度は 58.7%(44/75株〉と減少し， 逆に耐性株が 
激増してきた。
即ち 10r /cc以上の TC耐性株は 31年度は 10.1 
% (10/99株〉に過ぎなかったが， 32年度は 41.3% 
(3/75株〉と増加が著明であり，100r/ccの高耐 
図 7 31年度と 32年度のコアグラーゼ
陽性株の耐性分布の比較 
PC(~ 19)50 ~3!年度 
40 E二ご二コ 32年度e 
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0.03 u!CC 0.03' 1 0.3 10 30 1ω 
〆 以下 
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5M(図 20) 
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% 
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以下 
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以下
 
0.3 
図 8 31年度と 32年度のコアグラ{ゼ
陽性株の耐性分布の比較 
50 TC(図 2司 WZ2ZZZ2I31年度 
40 E二二コ 32年度 
関 30

株

数 20
 
10 

% 

EM(図 23) 
50 
40 
菌株 0数 32 
10 

% 

0.03以7下Icc 0.03 0.1 0.3 1 3 10 30 1ω 
51 (図 24) 
50 
性株も 31年度 9.1%(6/96株〉より 32年度 16.0%
(12/75株〉とかなり増加していた。
e) エリスロマイシシ (EM)(図 23) 
0.1 r/ccを中心に分布が集中しており，10r/cc
以上の EM耐性株は 31年度では僅か 2.0%(2/99 
株〉に過ぎ、なかったが， 32年度では 6.7%(5/75株〉
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Fhd 
とやや増加しているが大部分は感受性株であった。
f) スルファイソキサゾ{ノ].， (SI) (図 24)
濃度の高レ方に分布の!l~がずれ， 30 mg/dl以上
の SI耐性株は 31年度9.1%(9/99株)， 32年度も
9.1% (7/77株〉で年度別に差は見られず，両者の
大部分が感受性株であった。
ホ) 31年度分離 PC耐性株の他薬剤に対する感
受性
昭和 31年度に分離した PC 1u/cc以上耐性 54
株の他薬剤に対する耐性分布を見ると次の如くであ
る。(図 25 ~29) 
図 9 31年度分離 PC1u/cc以上耐性株
の他薬剤に対する感受性
s 倒 25) 
2106 
菌綜数 
Mom 
円n 
r310 
下r/c 0.1 
m{m 
A ..L 
1mg/dl 1 10 30 ∞ 3∞1
以下 
iJ SM 10 r/cc以上耐性株は 27.8% (15/54株〉 
iJ CM 10 r/cc以上耐性株は1.9% (1/54株〉
iiJ TC 10 r/cc以上耐性株は 13.0%(7/54株) 
ivJ EM 10 r/cc以上耐性株は1.9% (1/54株〉
vJ SI 30 mg/dl以上耐性株は 13.0%く7/54株〉
即ち PC耐性株には SM叉は TC，SIにも耐
性のものが比較的多く見受けられる。 
へ) 32年度分離 PC耐性株， SM耐性株， TC 
耐性株の他薬剤に対する感受性
昭和 32年度分離 PC耐性株， SM耐性株， TC 
耐性株の他薬剤に対する耐性分布を見ると次の如く
である。
め PC1u/cc以上耐性 42株の耐性分布仁図 30 
~34) 
図 11 32年度 PC1u/cc分離以上耐性株
の他薬剤に対する感受性 
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薗稼数 
〔 
↑
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ト 
ド
mmems 
lI
iILI--
iJ SM 10 r/cc以上耐性株は 61.9%(26/42株〉 
iJ CM 10 r/cc以上耐性株は 23.8% (10/42株〉 
iiJ TC 10 r/cc以上耐性株は 54.8%(23/42株〉 
ivJ EM 10 r/cc以と耐性株は 11.9%(5/42株〉 
• vJ SI 30mg/dl以上耐性株は 16.7% (7/42株〉 
即ち 32年度に分離した PC耐性株には， SM耐 
性株が最も多<61.9%に見られ， 次に TC耐性株
が54.8%に見られた。
n h v  
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b) SM 10 r/cc以上耐性 37株の耐性分布(図 図 15 32年度分離 TC 10 r-fcc以上耐性株 
35 --39) の他薬剤に対する感受性
図 13 32年度分離 5M 10 r/cc
の他薬剤に対する感受性 
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5ト li 1n n Eコ vJ 51 30mg/dl以上耐性株は 12.9%(4/31株〉cl Eユ 
1∞ 3∞¥1mg/dl 30 
以下 
iJ PC 1u/cc以上耐性株は 70.3%(26/37株〉 
iJ CM 10 rJcc以上耐性株は 24.3%(9/37株〉 
iiJ TC 10 r/cc以上.耐性株は 62.2%(23/37株〉 
ivJ EM 10 rJcc以上耐性株は 10.8%(4/37株〕 
vJ SI 30mg/dl以上耐性株は 8.1%(3/37株〉
即ち 5M耐性株には PC耐性株が最も多く 70.3
%に見られ，次に TC耐性株が 62.2%に見られ
た。 
c) TC 10 rJcc以上耐性 31株の耐性分布(図 
40 --44) 
iJ PC 1u/cc以上耐性株は 74.2%(23/31株〉 
iJ 5M 10 rJcc以上耐性株は 74.2%(23/31株〉 
iiJ CM 10 r/cc以上耐性株は 35.5%(11/31株〉 
ivJ EM 10 rJcc以上耐性株は 12.9%(4J31株〉
即ち TC耐性株には PC耐性株と 5M耐性株
が最も多く，いずれも 74.2%の高率に見られた。
け各種薬剤に対する三重， 四重，五重耐性菌
について 
3種以上の薬剤に耐性の株は計 24株でコアグラ
ーゼ陽性株の 13.2%(24/174株〉であり其のうち 
10株は CMにも耐性， 4株は 51にも耐性であっ
た。叉此等のうち 3株は PC，5M，TC，CM，EM 
の5種の薬剤に耐性 1株は PC，5M，TC，CM， 
51の5種の薬剤に耐性であった。 3種以上の薬剤
に耐性の株計 24株のうち 17株がファージ型別可能
であり，其のうち 14株が E群であった。 3種以上
の薬剤に耐性の株計 24株の由来は化膿巣より分離
せるもの 22株，咽頭より分離せるもの 2株であっ
た。
第 4号 松本: プドウ球菌の薬剤耐性に関する臨床的研究 -1117-
6) 昭和 31年度及び 32年度に於けるコアグラー
第 5章総括及び者案 
ゼ陽性株の耐性分布を比較すると 
1) 昭和 31年 6月より昭和 32年 9月迄に分離せ PCでは耐性株の割合は 31年度 54.5%，32年度 
るプドウ球菌計 285株の生物学的性状を検討し，コ 56.0%と差は見られぬが， 高耐性株は 19.2%から
アグラ{ゼ陽性 174株について各種薬剤の感受性を 30.7%と増加してし、る。
検討した。 SMでは耐性株は 23.2%から 49.3%と増加し， 
2) コ・アグラーゼ陽性 174株は何れも硝酸塩を還 高耐性株も 15.2%から 30.7%と増加している。
元し，マンニット分離能，溶血能，ゲラチン液化能 CMでは耐性株は 2.09るから 14.7%と増加した。
は大部分陽性の黄金色色素を産生する株で、あった。 TCでは耐性株は 10.1%から 41.3%と増加し，
ファージ型別は 86株即ち 49.4%が可能で半数以 高耐性株も 6.1%より 16.0%と増加した。
上カミ直群であった。 EM耐性株は 2.0%から 6.7%とやや増加の傾向 
3) 病巣群と非病巣群で各種性状を比較すると， が見られる。
コアグラ{ゼ、産生能，マンニット分解能陽性の株は SIでは 31年度と 32年度の耐性株の割合に差は
病巣群に多く，黄金色色素を産生するものも病巣群 見られない。
には非病巣群に比し多かったが，ゲラテン液化能， 即ち 31年度と 32年度を比較すると， SM及び
溶血能で、は両者の間にはあまり差は見られなかっ TCの耐性株の増加が著明であり，叉 PC高耐性
た。 株が増加し， CM耐性株もやや増加が見られる。此 
4) コアグラーゼ陽性株の各種薬剤に対する感受 は昭和 31年度及び 32年度に於いて当病院にて使用
性は PC1 u/cc以上耐性 55.3%，SM 10 r/cc以 せる抗生物質の使用頻度及び使用量の増加に基くも
上耐性 34.5%，CM 10 r/cc以上耐性 7.4%， TC のと考えられる。 
10 r/cc以上耐性 23.6%，EM 10 rjcc以上耐性 4.0 7) PC耐性株は SM，TCにも耐性のものが多
に耐性のものが多い。TC，PC耐性株はSM<， 耐性株が最PCで9.2%以上耐性SI 30 mgjdl%， 
も多く，次いで SM，TCの順である。， 叉 TC耐性株は PC，SM.~こも耐性のものが多い。
コアグラーゼ陰性株には耐性株は小数のみ見られ 即ち PC，SM，TC三者に耐性の株が可成多く
た。 見られるが，此等の薬剤は当教室に於いては使用頻 
5) コアグラーゼ陽性株の耐性分布を病巣群と非 度が最も多い薬剤であり，プドウ球菌が此等の薬剤
病巣群で比較すると， PCでは 1u/cc以と耐性株 に接する機会が多<，重耐性を生じたものと考えら
の割合は病巣群 59.1%，非病巣群 51.2%と大差は れる。
ないが， 1ujcc耐性株は病巣群 8.0%，非病巣群 叉 PC，SM，TC，CMの四者或は PC，SM， 
29.1%，30ujcc以上の高耐性株は病巣群 36.4%， TC，SIの四者に耐性の株があり，更に五種の薬剤j
非病巣群 10.5%であり，耐性軽度のものは非病巣群 に耐性の株も見られることは臨床上注意を要する。
に多く高耐性株は病巣群に多く見られた。 8) プドウ球菌の薬剤耐性株は遂年増加の傾向に 
SMでは 10r/cc以上耐性株は病巣群 43.2%，非 あり，著者も此の問題に、ついて検討し，当教室に
病巣群 25.6%で病巣群に耐性株が多し、。 於いて 31年度及び 32年度に分離された株は PC， 
CMでは 10 r/cc以上耐性株は病巣群 10.2%，非 SM，TCの三者に耐性の株の多いことを知った。
病巣群 4.7%で病巣群に多く見られた。 そして此等の薬剤は当教室に於いて最も使用頻度の 
TCでは 10rjcc以上耐性株は病巣群 28.4%，非 高い薬剤であり，殊に昭和 32年度に於いて使用量
病巣群 18.6%で病巣群に多く見られた。 の比較的多かったと考えられる TCの耐性株の増 
EMでは耐性株は病巣群，非病巣群とも極く僅か 加が著明であった。最近サルファ剤の使用量は比較
であった。 的減じたが， SI耐性株は割に少く叉 32年皮は 31
SIでは 30mg/dl以上耐性株は病巣群 16.0%，非 年度に比し増加が見られなかった。 
病巣群 2.3%で，耐性株の大部分が病巣群であっ CM及び EMは大部分が感受性株であるが此も
た。 耐性株が次第に増加する傾向にあると考えられ，プ
即ち一般に耐性株は，病巣群は非病巣群に比して ドウ球菌感染症は将来益々治療が困難になって行く
多く叉高耐性株も病巣群に多く見られた。 ものと推測される。抗生物質の不適当なる使用は徒
Q
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に耐性株を増加せしめ，叉高耐性株，重耐性株の割
合を増加せしめるものである。
プドウ球菌感染症の治療にあたっては病巣より分
離される菌の感受性を測定し，適切なる化学療法斉u
の選択が必要であると考える。
;;.0.第 6章結 量冊 
1) 病巣から分離されるプドウ球菌はコアグラー
ゼ産生能を有し，マンニット分解能，溶血能，ゲラ
チン液化能が陽性で、黄金色の色素を産生する Stap-
hlococcus a町 eusが最も多し、。 
2) 昭和 31年度及び 32年度に分離されたプドウ
球菌は，半数以上が PC耐性株であり， SM，TC 
耐性株も多数見られ， CM，EM耐性株は比較的少
し、。 
3) 2種又は 3種の薬剤に耐性の株が可成見ら
れ， 4種叉は 5種の薬剤jに耐性の株も分離された
が，かかる菌株が存在すると言うことは臨床上注意 
を要する。 
4) ブドウ球菌感染症の治療にあたっては分離菌 
株の薬剤感受性を測定し，適切なる薬剤を選択する 
ことが必須の条件であると考える。 
稿を終るに臨み，終始御懇篤なる御指導を賜わっ
た思師三輪清三教授に深甚なる謝意を表します。ま
た，終始御援助をレただし、た師尾博士，他第六研究
室各位，並びに中山外科教室岩崎氏に厚く御礼を申
し上げます。
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